
原
子
力
規
制
委
員
会

動
画
や
資
料
を
見
よ
う

第
六
七
回
原
子
力
規
制

委
員
会
は
原
子
力
規
制
庁

の
会
議
室
で
、
規
制
庁
の
各

担
当
幹
部
十
余
人
ほ
ど
を

交
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
規
制
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
、
動
画
映
像
や
会
議
録
、

会
議
資
料
が
見
ら
れ
ま
す
。

更
田
豊
志
委
員
長
、
山
中

伸
介
委
員
、
伴
信
彦
委
員
か

ら
の
「
草
案
」
へ
の
質
問
に

対
し
、
田
中
知
委
員
（
事
故

対
策
審
査
会
委
員
長
）
、
石

渡
明
委
員
（
地
震
津
波
対
策

審
査
会
委
員
長
）
が
き
ち
ん

と
答
え
ら
れ
な
い
項
目
が

あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
質

問
関
連
の
疑
問
点
に
つ
い

て
確
認
を
行
い
草
案
の
書

き
換
え
を
必
要
と
認
め
、
再

度
審
査
会
合
や
事
業
者
か

ら
の
聞
き
取
り
な
ど
の
再

審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

草
案
へ
の
主
な
疑
義

（
議
事
録
参
照
）

プ
ラ
ン
ト
分
野
で
は

◆
航
空
機
落
下
の
確
率
計
算

値
と
航
空
機
落
下
火
災
と
の

関
係
が
説
明
不
足
。

◆
地
震
起
因
の
臨
界
事
故
発

生
は
想
定
し
な
い
、
の
根
拠
。

◆
廃
液
が
機
器
故
障
で
蒸
発

し
、
内
圧
が
高
ま
っ
た
と
き

の
放
出
方
法
や
、
「
蒸
発
乾

固
」
迄
の
沸
騰
現
象
、
硝
酸

濃
度
変
化
な
ど
が
精
緻
さ
が

不
十
分
。「
乾
固
」
に
至
る
場

合
ど
こ
で
注
水
す
る
の
か
。

臨
界
と
の
関
係
も
。

◆
水
素
爆
発
で
発
生
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
。
水
素
爆
発
事

故
の
過
程
や
「
緩
和
」
対
策

方
法
の
現
実
性
が
説
明
不
足
。

自
然
災
害
分
野
で
は
、

◆
基
準
地
震
動
（
最
大
の
揺

れ
）
に
影
響
す
る
敷
地
近
く

の
「
出
戸
西
方
断
層
」
評
価
、

◆
八
甲
田
火
山
の
噴
火
予
見

の
場
合
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
の

搬
出
の
例
示
は
非
現
実
的
。

噴
火
履
歴
に
つ
い
て
不
十
分
。

審
査
の
過
程
で
の

◆
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
炉
を
持
つ

原
発
と
、
静
的
で
あ
る
が
放

射
性
物
質
が
格
段
に
多
い
再

処
理
工
場
で
の
事
故
の
違
い

の
認
識
不
十
分
。

◆
事
業
者
の
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

で
は
確
認
し
た
も
の
の
、
公

開
審
査
会
合
で
の
是
非
判
断

で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
論

点
の
再
審
査
。

◆
審
査
事
項
の
具
体
的
な
事

象
分
析
と
対
策
判
断
根
拠
の

説
明
不
足
な
ど
。

旧
西
独
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
学
べ
！

私
達
は
再
審
査
の
方
針
に

注
目
し
ま
す
。
少
な
く
と
も

◆
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
乾
固
生

成
物
が
さ
ら
に
熔
融
、
揮
発
、

又
は
硝
酸
塩
爆
発
に
至
る
迄

の
評
価
と
対
策
を
厳
密
に
行

う
こ
と
。

◆
西
独
で
行
っ
て
い
る
よ
う

に
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
重
大
事

故
評
価
で
は
、
ル
テ
ニ
ウ
ム

だ
け
で
な
く
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
９
０
や
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

等

全
て
の
核
種
の
環
境
汚
染
の

予
測
を
す
る
こ
と
。

旧
ソ
連
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事

被
害
や
一
九
七
六
年
西
ド
イ

ツ
政
府
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン(I
RS

-29
0)

報
告
に
学
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
川
田
龍
平
議
員

か
ら
今
国
会
へ
質
問
主
意
書

を
提
出
し
て
戴
く
予
定
で
す
。

《天恵の海》
２０１９（平成 ３１）年

４月 ８日
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再
処
理
工
場
の
新
規
制
基
準
適
合
審
査
申
請
書
が
出
さ
れ
て

か
ら
五
年
。
「
事
故
対
策
」
と
「
地
震
津
波
対
策
」
に
分
け
て

の
審
査
は
、
去
る
一
月
二
八
日
の
第
二
五
七
回
審
査
会
合
で
、

ま
と
め
の
段
階
に
入
っ
た
と
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
会
で
作
成
し

た
合
格
証
に
当
た
る
『
再
処
理
適
合
審
査
書
（
草
案
）
』
が
事

前
に
原
子
力
規
制
委
員
へ
配
布
さ
れ
、
三
月
二
〇
日
の
第
六
七

回
原
子
力
規
制
委
員
会
で
公
開
し
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

五
人
の
原
子
力
規
制
委
員
間
で
相
互
に
疑
問
点
や
質
問
が
出

さ
れ
見
解
の
一
致
に
至
っ
て
い
な
い
事
項
が
存
在
す
る
こ
と
が

判
明
し
、
委
員
会
は
審
査
会
合
の
再
開
を
求
め
ま
し
た
。

原
発
に
比
べ
て
膨
大
な
放
射
性
物
質
が
存
在
す
る
「
再
処
理

工
場
の
安
全
審
査
」
は
、
少
し
で
も
危
険
で
あ
る
な
ら
ば
、
中

止
・
撤
退
を
含
め
て
疑
問
の
余
地
の
な
い
厳
格
な
審
査
が
要
求

さ
れ
ま
す
。

原子力規制委員会（５人）

説明委員
（規制庁担当者など）

◇第６７回原子力規制委員会
ttp://www.nsr.go.jp/disclosure/c

ommittee/kisei/00000416.html



さ
よ
う
な
ら
原
発

岩
手
集
会

基
調
講
演

講
師

飯
田
哲
也
氏

地
域
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
転
換

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

急
速
な
発
達

飯
田
氏
は
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
、
現
在
世
界
で
は
急

速
に
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
が
技
術
的
に
長
足
な

進
歩
を
遂
げ
て
お
り
、
そ
の

普
及
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
と
力
説
し
ま
し
た
。

例
え
ば
左
図
の
折
れ
線
グ

ラ
フ
の
よ
う
に
原
子
力
発

電
量
（
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
／
年
）

が
停
滞
し
て
い
る
の
に
対

し
て
太
陽
光
や
風
力
発
電

量
が
急
速
に
成
長
し
て
い

る
事
が
わ
か
り
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
は
減
少
へ

ま
た
今
や
世
界
で
は
原

子
力
発
電
は
安
全
対
策
に

巨
費
が
必
要
で
、
し
か
も
後

始
末
費
用
を
入
れ
る
と
採

算
の
合
わ
な
い
無
駄
な
資

産
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。

県
知
事
の
同
意
は

県
民
の
同
意
な
の
か
？

東
北
電
力
は
女
川
原
発

２
号
機
に
つ
い
て
「
安
全
対

策
工
事
」
を
進
め
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
審
査
も
年

内
了
承
（「
合
格
」
）
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
再
稼
働
に
つ
い

て
県
知
事
の
同
意
が
「
地
元

同
意
」
と
さ
れ
て
実
際
に
影

響
を
受
け
る
県
民
の
声
は

反
映
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は

お
か
し
い
。
住
民
自
治
に
反

す
る
事
で
あ
る
と
し
て
、
地

方
自
治
法
に
よ
る
県
民
投

票
を
実
施
し
て
住
民
自
身

の
判
断
を
行
お
う
と
い
う

声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

条
例
制
定
に
は
有
権
者
の

１
／
５
０
の
署
名

「
県
民
投
票
条
例
制
定
」

に
は
宮
城
県
有
権
者
の
五

十
分
の
一
（
約
四
万
筆
）
の

法
定
署
名
（
生
年
月
日
明
示
の

署
名
と
捺
印
）
が
必
要
で
す
。

署
名
期
間
は
二
ヶ
月
。
署
名

を
集
め
る
こ
と
が
出
来
る

の
は
直
接
請
求
代
表
者
の

委
任
を
受
け
た
該
当
市
町

村
住
民
の
「
受
任
者
」
の
み

で
す
。

昨
年
十
月
一
日
～
十
二
月
一

日

の
署
名
運
動
で
十
一

万
票
を
超
え
た

こ
の
困
難
な
署
名
運
動
は

素
晴
ら
し
い
体
験
で
し
た
。

な
ん
と
、
法
的
に
必
要
な
約

四
万
票
の
三
倍
近
い
十
一

万
票
を
超
え
る
署
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。
各
市
町
村
で

み
ん
な
が
創
意
を
こ
ら
し
、

楽
し
く
運
動
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会

に
は
予
想
を
超
え
る
人
数

が
集
ま
り
、
街
頭
署
名
活
動

で
は
、
一
斉
に
署
名
を
し
て

く
れ
る
盛
況
で
し
た
。

三
月
十
日
（
日
）
さ
よ
う
な
ら
原
発
岩
手
集
会
が
、
岩

手
県
民
会
館
に
約
三
八
〇
人
が
結
集
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究

所
所
長
の
飯
田
哲
也
氏
の
「
地
域
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

転
換
」
と
題
す
る
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

賛成 ２１人（県民の声９、

共産党８、社民党２、無所属２）

反対 ３５人（自民会派３０、公

明会派４、２１世紀クラブ１）

退席 １人（自民会派１）

総数 ５７人（議長を除く）

加速する自然エネルギーの拡大

太陽光発電

風力発電

原子力発電

↓1972 年

1996 年→

東
北
電
力
女
川
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
に
つ

い
て
宮
城
県
民
が
そ
の
是
非
を
み
ん
な
で
決
め

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
「
県
民
投
票
条
例
」

制
定
の
直
接
請
求
署
名
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
万
票
の
署
名
を
集
め
住
民
請
求
を
成
功
さ

せ
た
『
県
民
投
票
実
現
の
会
』
代
表
の
多
々
良

哲
さ
ん
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

な
ぜ
？

宮
城
県
議
会

県
民
投
票
条
例
を
否
決

《宮城県民の多数の声》を

《宮城県議会》はどう聞くべきだったのか？
女川原発再稼働の ＹＥＳ or ＮＯ につい

て、宮城県民投票条例運動の報告を聞いた。た

った二ヶ月で１１万票。あの原発事故の恐ろし

さ知った住民大多数は「いますぐ原発止めよ

う！」なのである。自然エネルギーはこれから

の話であるが、現状でも、天然ガスコンバイン

ドサイクル発電や最新型粉末石炭火力発電は

それほど煤煙も出さず電気は足りてる。沖縄

に続いて宮城でも、県民レベルの住民投票成

立は目前であった。残念ながら宮城県議会は

住民の生の声を聞く絶好のチャンスを逸して

しまった。秋の県議選挙では、住民の声を責任

を持って聞く議員が多く当選するだろう。（尚）


